
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『若い現場職員の為の、楽しい・語れる・そして学べる研修！』 

であるサマーフェスタも、今年で３回目を迎えます★夏にしかできない楽しいイベントや、若い職

員だからこその悩みや不安、仕事や将来についてとことん語り合える、そんな企画をつくろうと実

行委員が力を合わせて取り組んでいます！ 

現場でともに働く若い職員の皆さんに“元気になった!!”と帰ってもらうために。自分自身や毎日

を振り返り“この仕事を選んでよかった”と思ってもらえるように。参加された皆さんやそれぞれ

の施設、福祉の現場がもっと笑顔で活気のあるものになるように。そんな願いを込めて、今年もサ

マフェス実行委員会が始動しています！！！ 

＝第３回サマーフェスタ in びわこ開催＝ 

２２００１１１１年年７７月月２２００（（火火））・・２２１１（（水水））開開催催予予定定☆☆☆☆  

開開催催地地：：滋滋賀賀県県高高島島市市  白白浜浜荘荘（（毎毎年年恒恒例例ののああのの場場所所でですす））  

 



早いもので、サマーフェスタ in びわこも今回で３回目です。実行委員も新たなメンバーで臨み

ます。これまでよりも少しだけ平均年齢が高まり（僕も含めて）、いろいろな意味で新鮮な感じ

がしています（笑）。３月１１日の東日本大震災の未曾有の被害は今も尚続いています。このサ

マーフェスタ in びわこを通して、被災地支援につながる取り組みをしていくつもりです。21・

老福連は物資をはじめ、何かの力になりたいという“思い”も被災地に届けてきました。それは

これからも同じです。僕は今回の大地震を通して、仲間や絆の大切さを強く感じました。サマー

フェスタ in びわこを通して、参加者それぞれが抱える悩みや思いを自分の口で語ることができ

るようになってもらいたいと思います。たった２日間、貴重な２日間･･･この２日間で仲間を作

ることは難しいかもしれませんが、それでも同じ福祉職場で働く人同士、それぞれが目指す福祉

について語り合うことで、仲間意識も湧いてくるのではないでしょうか。今、サマーフェスタ in

びわこ以外にも類似の研修をよく見かけます。しかし、若い職員が自分たちで企画運営するとい

う研修は少ないはずです。手作り感のある、熱い思いのこもった研修を作り上げるつもりです。

サマーフェスタ in びわこを通して、何かひとつでも参加者の心の中で芽生えるものができるは

ず！そう思っています。今こそ、一緒に手をつないで仲間を作るときです！そう感じています。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月からスタートした、第３回サマフェス実

行委員の会議も順調に進み？すっかり恒例に

なったキャンプファイヤー他にも、様々なたの

しみ企画を計画中です。 

梅雨明け直後の炎天下の予感がいたします

が“夏”ですよ！琵琶湖をバックに皆でワイワ

イ食べて、飲んで大いに語り合いましょう！ 

みなさまお楽しみに。 

 

 

 

 

サマフェスの実行委員に 

なり、はりきっておりましたが、 

はっきりいって「組織？」って何をす

るのか…。オルガナイザーか…いやい

や。「組織」の未知なる可能性を探求

したいと思います。（鼻息荒め）「屁

のつっぱりはいらんですよ。」  

ウオー！今年も夏が来る！夏と言えばもちろんビールとビキニとサマーフェスタ！ 

日本全国の若人よ、琵琶湖に集おう！若者につられておっさん（私）達も駆けつけよ

う！湖畔の宿で学んで笑って歌って語り、力を蓄え悩みを薄めよう！サマフェスで得

た力を、お年寄りの生活に活かすために。 


